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原子力施設が断層変位を受けた場合の建屋間の渡り配管に及ぼす影響について、地震との重畳を考慮し

た弾塑性解析を通じて、その影響程度は小さいとの結果が得られた。本報では、配管の弾塑性解析におけ

る一連の評価手順と評価結果について報告する。 
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1. 緒言 

前報では、原子炉建屋の直下に 50 cm の縦ずれを仮定した

場合の原子炉建屋の傾斜に伴う補助建屋との相対変位に対す

る安全系渡り配管の強度評価を行い、健全性に問題ないこと

を示した[1] [2]。本報では、その際に行った弾塑性評価手法とそ

の結果につき、特に地震との重畳に対する評価に着目して報

告する。 

2. 配管評価 

2-1. 評価フロー 

断層変位による建屋間相対変位と地震との重畳事象に対す

る強度評価フローを図 1 に示す。 

2-2. 断層変位に対する損傷評価 

内圧及び自重による 1 次応力と断層変位で生じる建屋間相

対変位による 2 次応力から 1 次＋2 次応力評価を行い、クラス

1 相当の配管評価手法を適用した。その結果、簡易弾塑性解析

による疲労評価は適用できず、FEM 弾塑性解析により断層変

位によるひずみ量を算定し、延性損耗量 Dd を求めた。 

2-3. 地震との重畳評価 

一方、地震入力に対する 1 次＋2 次応力評価から、地震による累

積疲労損傷 Df を求めた。これらのパラメータから図 2 に示す累積

損傷則 [3] を適用して、地震との重畳評価を行った。 

3. 結論 

断層変位に対する建屋間を渡る安全系の配管について、FEM に

よる弾塑性解析結果から得られた延性損耗量と地震入力に対する

累積疲労損傷から、線形損耗則を適用して配管の損傷評価を実施

した結果、50 cm 程度の縦ずれによる建屋間相対変位に伴う渡り配

管の強度に及ぼす影響程度は小さいことが確認できた。 
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図 1 評価フロー 

図 2 代表的な延性損耗量と累積
疲労損傷の関係 [3] 
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